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建築での木材利用は、健全な森林づくりや環境問題の解決に寄与できることから、その拡大と高

度化が期待されています。そのため、住宅や社寺建築だけでなく、木材を使用した中大規模建築な

ども増えています。ただ、地震が多い日本においては耐震性能が高い建築を設計する必要があり

ます。そこで、木造建築やそこで使用される部材の構造性能を実験や解析によって明らかにし、簡

易に構造性能評価する手法を構築します。ここでは、その一例を紹介します。
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建築で木材を使いやすくして、林業に貢献

木材を使用した建築の構造設計を合理化・省力化

同様な構造性能評価により、適材適所な国産材利用を後押しし、部材開発や構法開発を手助け

⚫ 鈴木賢人，杉本健一：CLTパネル間をスプラインと帯金物で緊結した床
構面の簡易面内性能評価法，日本建築学会大会学術講演梗概集，構
造Ⅲ，pp.129-130，2025.9

部材開発・構法開発での利用

釘やビス1本、接合部１か所の構造性能に係数

を乗じるだけで、壁や床の構造性能を確認可能

釘接合部の実験

床や壁に比べ小型
低コスト＆低負担

設計で実験が必要になるケースあり

コスト＆負担がかかる
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・様々な寸法、釘の

打ち方に対応可能
・現設計式と同程度

の精度

【耐力壁での例】
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【CLT床での例】

・複雑な解析は不要
・許容応力度計算程

度であれば十分な
評価精度
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現設計で必要な
解析モデル例

新しい部材等の開発 実験や精緻な解析で性能検証

力

実用化に向けた簡易な
構造性能評価法・設計法の構築

必要性能を満たす
適材の選定 実用化


